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~ー”ー”ーーー“ー一ー学校田の収穫に感謝して 

親子もちつき大会 
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0金本農協やさい生産部会 
2 つの大賞にwく 

4)将棋大It'名人講演会 	7 P 
o 金本病院カルテ 

。戸椿の窓 
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、
王
 
な
 
内
 
容
 

      

人
ロ
と

世
帯
 

11月末日現在 前年同月比

男 6.538人 ー121人 

女 7.111人 	-98人 

計 13.649人 	一219人 

世帯数 3.911 	一12 
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ぐ
 毎

年
恒
例
と
な
っ
た
嘉
瀬

小
学
校
“
親

f
も
ち

つ
き
大

会
”
が
去
る
十

一
H
五

H
、
 

同
枚
休
育
館
で
開
か
れ
、
学

校
田
の
収
穫
に
感
謝
し
な
が

ら
つ
き
た
て
の
も

ち
を
味
わ
 

J
た
。
 

同
校
で
は
今
年
は
じ

め
て

嘉
瀬
農
協
青
年
部
指
導
の
も

と
、児
敬
の
体
験
学
習
川
と
し

て
学
校
川
四
ア
ー
ル
を
開
設
。
 

今
年
は
、
こ
の
学
枚
川
か

ら
収
穫
さ
れ
た
二
俵
半

の
う

ち
、
 一
俵
を
五
・
六
年
男

f
 

児
竜
が
つ
き
あ
げ
ま
し
た
。
 

父
母
が
見
守
る
巾
、

f
供

た
ち
が
き
ね
を
振
リ
ド
ろ
す

と
、
体
育
館
内

は
「
ョ
イ
シ

ョ
ノ
・
、
ョ
イ
シ
ョ
ノ
こ
 
の
声

援
で
大
に
ぎ
わ
い
。
 

任
に
は
、
つ
き
た
て
の
お

も
ち
が
人
っ

た
碓
煮
、
お
し

る
こ
に
舌
鼓
み
ー
 
白
分
た

ち
の
学
校
川
で
収
穫
し
た
も

ち
米
だ
け
に
、
喜
び
も
ひ
と

し
お
だ
っ

た
よ
う
で
し
た
。
 

新
年
を
ま
も
な
く
迎
え
る

に
あ
た
リ
、

f
供
た
ち
の
よ

う
に
明

H
を
力
強
く
、
た
く

ま
し
く
生
き
て
い
き
た
い
し

の
で
す
 

全
町
民
よ
い
お
正
”
を
ー
。
 



今
年
は
ー
「

消
防
広
場
」
も
同
時
開
催
 

恒
例
の
町
民
文
化
祭
と
金
木

町
産
業
ま
つ
り
が
去
る
十

一
月

ニ
日
か
ら
三
日
間
、
中
央
公
民

館
と
農
業
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
水
稲
の
冷
害

を
克
服
す
べ
く
盛
リ
だ
く
さ
ん

の
展
示
内
容
で
、
期
間
中
延
べ

三
千
五
百
人
余
リ
の
町
民
で
大

い
に
賑
わ
い
を
み
せ
た
。
 

中
央
公
民
館
で
は
、
保
育
所

や
児
童
館
、
幼
稚
園
児
ら
に
よ

る
遊
戯
な
ど
の
学
芸
発
表
が
行

な
わ
れ
た
ほ
か
、
 一
般
町
民
作

品
展
．
ぬ
り
絵
コ
ン
テ
ス
ト
、
 

レ
・
‘
 
プ
 
，
 

ー
ナ
ー
、
太
宰
デ
ィ
ス
コ
・
コ
ン

テ
ス
ト
、
子
供
マ
ン
ガ
映
写
会
、
 

交
通
安
全
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
津

軽
凧
プ
レ
ゼ
ン
ト
コ

ー
ナ
ー
え
・

ど
多
彩
の
内
容
。
 

ま
た
、
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
豊
年
餅
つ

き
大
会
、
本
年
度
誕
生
児

へ
の

苗
木
贈
呈
、農
林
産
物
品
評
会
、
 

高
齢
者
活
動
紹
介

コ
ー
ナ
ー
、
 

野
菜
の
即
売
な
ど
産
業
ま
つ
リ

が
中
心
に
行
な
わ
れ
た
。
 

ま
た
、
北
五
歯
科
医
師
会
の

協
力
に
よ
る
“歯
の
無
料
診
断

力
 

車
搭
乗
体
験
、
 一
日
レ
ン
ジ
 

ー
体
験
な
ど
“
消
防
広
場
一

開
設
。
普
段
体
験
で
き
な
い

し
物
に
大
人
か
ら
子
供
ま
で

し
む
こ
と
が
で
き
た
今
年
の

つ
リ
と
む
っ
た
リ
 

誠
 ▲ぬり絵コンテストコーナー 

、
茶会

工芸
品制
作体？
コ仁

」
」」
』仁

投
 

▲かわいい園児たちの学芸発表会 

・
 

〉
・

‘
 、！

胃
．
 

加
”

プ・
‘
リ
，
 

■

で
直
い

‘「
 

日
ゲ
い
‘
．
h
＼「
 

・

‘
 

・

J
  
、
 

‘
 

】
 
・
 一
 
・
 

▲大盛況だった交通安全力ラオケ大会 

』
味
1
●
ル
い
寸

・
 

」
 

』
 

'
 

▲さき織、藤工芸の制作体験コーナー 

▲みごとな藤工芸品展示コーナー 

""m川“川n川川金木だより ② 

●→＋~●◆ 

ニミづ延べ3,500人の町民で賑う ニと 

／第14回町民文イヒ祭＆第 8回念嘉帯  

▲津軽凧抽選会場 
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▲たくさんの人で賑った産業まつり会 

) 

g小学生将棋大会 

▲“もちつき阜をする大橋町長 ▲北五歯科医師会協力による ‘ 

、噛の無料診断“コーナーノ 

し
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一
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、冷害を克服すべく 

‘多彩なまつりとなる 

文化祭の部ーー~ 

さどど難“ 
一．議 
’プぞ中’ ．いが爵 

、轟馨曹一 

▲消火体験コーナー 

m
大
豊
作
ま
ち
か
い
な
し
I
・
m
 

J
】
【
》【
》
一
一
一
】
一
一
一
一
一
一

一
一一
一一
一一
》一
一》
一一
》
《
コ
 濁」 

舞二 
~ 

l' 
、  
、 

贋
樹
鶴
沈
如
 

▲腕用ポンプ体験コーナー 
▲町民書道コーナー 

I国 
一ーー」 

《スキュー  イ本験コー ナー f ▲俳句コーナー 



▲勤続30年表彰された浅田さん（左）と中西さん（右） 

学
校
の
美

化
に

役
立

て
て
下
さ
い
 

総
幽
藁
妙
 

方
 

後
 

ん
 

山
ぐ

＋滑
 

白
」
り
 

【
 
ン
」
 

一
手
 

一
 

ん
 

山
ぐ
 

」
目
 

一
 
一
 

渡
 

手
 

《
 》
 

長
 

ム

五
 

徒
 

生
 

田
 

岡
『
 

▲
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金
本
町
商
工
会

（
今
誠
康
会

長
）
で

は
、
昭
和
四
十
年
か
ら

毎
年
文
化

の
日

に
町
内
の

商

工
業
発
展
に
寄
与
し
た
従
業
員

に
対
し
、感
謝
状
を
贈
り
永
年
の

功
労
を
讃

え
て
い
ま
す
が
、
今

年
も
去
る
十

一
月
三
日
、
商
工

会
館
で
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
、
 

九
十
四
人
の
方
々
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
 

受
賞
者
は
次
の
と
お
リ
で
す
。
 

▼
勤
続
三
十
年
I

浅
利
勝
義
（
田

村
金
物
店
）
鳴
海
賛

（
中
谷
金

物
店
）
中
西
た
け
（
又

一
製
材
）
 

浅
田
ツ
ョ
ノ
（
同
）

▼
同
ニ
十

五
年
I

今
彦
衛

（
野
呂
電
気
商

会
）
」持
西
尚
身

（
金
木
白
動
卓

学
校
）
上
野
兼
孝
（
津
軽
木
材
）
 

工
藤
孝
（
同
）
藤
元
マ
ツ
エ
（
又

一
製
材
）
▼
同
二
十
年
I

豊
川

善
賢

（
野
呂
電
気
商
会
）
中
谷

徳
造

（
津
軽
木
材
）
白
川
ヤ

エ
 

（
同
）
一
戸
幸
子
（
尾
野
病
院
）
 

中
村
健
男
（
小
林
燃
料
店
）
▼
同

十
五
年
ー
萩
岡
信
雄

（
今
与
建
 
 設

 
J袋
田
タ
ツ
エ

（
白
兼
一J、・
・

ア
 
三
上
立
美

（
金
木
白
動
車

学
杖
）
桑
田
昭
夫

（
同
）
田
中

尚
子
（
津
島
印
刷
）
大
川
千
代

作

（
津
軽
木
材
）
秋
田
谷
ギ
ソ
 

（
同
）中
谷
幸

（
同
）
荒
井
春
美
 

（
尾
野
病
院
）
白
川
フ
ミ
エ
（
同
）
 

藤
元
タ

マ
（
同
）
沢
田
テ
ル
（
同
）
 

田
中
ツ
エ

（
同
）
▼
同
十
年

廿

古
田
則
昭

（
木
村
製
材
）
山
中

ク
ニ

（
ォ
サ
ナ
イ
洋
品
店
）
津

島
み
ど

リ

（
白
兼
ス
ト
ア
）
白

川
覚
（
野
呂

電
気
商
会

）
成
田

則
夫

（
金
木
自
動
軍
学
校
）
工

藤
昭
美

（
同
）
工
藤
陽
子

（
津

島
印
刷
）
吉
田
清
克

（
藤
元
石

油
）
桑
田
ハ
ル

ェ

（
京
染
の
白

川
）
平
山
昭
子
（
斜

陽
館
）
鈴

木
澄
子

（
同
）
泉
谷
国
博

（
津

軽
木
材

）
工
藤
伊
津

（
同
）
野

上
ヒ

ロ
子
（
尾
野
病
院
）
尾
野

実

（
同
）
鳴
海
栄
美

（
同
）
加

藤
留
理
子
（
同
）
松尾
ッ
サ
（
同
）
 

下
山
正
美

（
同
）
木
下
ッ
ヂ

エ
 

（
い
わ
ま
仕
出
し
店
）
▼
同
h

年
 

J
 
 

‘
境
谷
洋
子
、
石
戸
谷
せ
つ
子
、
 

上
野
兼
四
郎
、
藤
．ル
昭
逸
、
工

藤
準
子
、
角
田
宏
f

、
斉
藤
千

万
次
郎
、
田
中
初
枝
、

田
中
隆

幸
、
葛
西
万
里
f

、
泉
谷
厚
一
、
 

村
山
裕
樹
、
尾
野
江
公
代
、
古

崎
機
子
、
坂
本
嘉
千
代
、
桑
田

つ
さ
子
、
工
藤
千
鶴
f

、
長
谷

川
久
江
、
斉
藤
繁
利
、
桑
川
明
、
 

小
田
桐
京
子
、
小
林
違
英

▼
同

三
年
廿
長
尾
久
枝
、
磯
野
則
子
、
 

大
橋
容
子
、
白
川
タ
ケ
、
浜
川

フ
サ
、
秋
元
英
公
子
、
白
川
ギ

サ
、
佐
々
木
日
佐
子
、
太
田
ひ

と
み
、
今
き
み
子
、
外
崎
久
f

、
 

徳
田
松
枝
、
伊
藤
弘
子
、
木
村

加
津
子
、
木
田
郁
子
、
伊
藤
直

子
、
泉
く
に
こ
、
今
タ
ミ
、
桜

井
あ
い
子
、
片
山
フ
ジ
エ
、
竹

内
留
己
子
、
大
橋
幸
代
、
工
藤

幸
子
、
宮
越
元
子
、
工
藤
秀
子
 

，
 

』
 

一
 

一
 

『
 

《
 

」
 

鼻
 
一
 

一
 

‘
 

[
 

《
 

一
 

「
私
た
ち
お
年
寄
リ
の
手
で

で
き
る
も

の
を
何
か
地
域
に
還

元
し
た
い
ー
 
ご
と
去

る
十

一

月
十
六
日
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
嘉

瀬
支
部
（
木
村
金
利
支
部
長
）
で
 

成
連
絡
協
議
会
大
会
が
開
か
れ
、
 

西
村
万
古
氏
（
金
木

町
子
ど
も

会
育
成
連
合
会
々
長
）
が
指
導

者
育
成

の
部
で
同
協
議
会
よ
リ

か
東
北
地
区
！r
ど
も
会
育
成
連
絡
 
 は

，
金
本
南
中
学
核
、
嘉
瀬
小

学
校
、
第
三
保
有
所
へ

そ
れ
ぞ

れ
お
年
寄
リ
た
ち
手
づ

く
リ
の

ぞ
う
き
ん
を

贈
っ
た
。
 

金
木
南
中
学
校
へ

は
鳴
海
た

ね
さ
ん
、
白
川
ミ

ツ
さ
ん
の
一
一

人
が
訪
れ
、
岡
田
千
臣

同
校
生

徒
会
長
に
手
渡
し
た
。
 

思
わ
ぬ
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
、岡
田

生
徒
会
長
、
平
川
校
長
は
「
ほ
ん

と
う
に
あ
リ
が
と
う
ご
ざ

い
ま

す
。
校
内
の
美
化
清
掃
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
」
と
ご
好

意
を
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
鳴
海
さ
ん
、
白
川
さ
ん

は
「
喜
ん
で
も
ら
え
て
と
て
も
う

れ
し
い
。私
た
ち
の
手
で
で
き
る

も
の
だ
っ
た
ら
、今
後
も
続

け
て

い
き
た
い

ー

」
。と
善
意
の
あ

た
た
か
い
声
が
印
象
的
で
し
た
。
 《

 

連
動
な
ど
継
続
し
て
活
動
を
展

《
 

開
し
、
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
育
成

一

の
功
績
を
認

め
ら
れ
た
も
の
で
一

す
0

尚
、
今
回
の
受
賞
者

は
県

《
 

内
で
は
わ
ず
か
三
人
で
し
た
。
 
一
 

永
年
の
功
労
に
感
謝

●
●
・
・
 

商

エ
ム
云
で
9
4人
を

表

山
影す
る
 

一
 〇
年
未
年
始
の
買
物
は
町
内
の
店
で
買
い
求
め
ま
し
ょ
う
ノ
 

ー
 〇
年
末
年
始
の
宴
会
は
町
内
で
実
施
し
ま
し
ょ
う
ノ

・
 

一
 
機
 
西
村
万
吉
氏
に
東
北
地
区
子
ど
も
会
連
絡
協
隣
会
長
表
彰
 

去
る
十
一
月
五
日
、
福
島
県
 
こ
れ

は
同
氏
が
長
年

に
わ
た

「
 

一
 

、
・
・
 
一
l

・L
ー
、
 
・・？
t
J
ー
、
 

・
L

ト
トJ
り
・
、
‘
 ‘

ヒ
三
・
一
つ
・
】
 
，
 

に
お
い
て
東
北
地
区
子
ど
も
会
青
 

リ
親
と
子
の
集
い
や
環
境
美
化
一
 

.
 

.
 

一
 

協
議
会
長
表
彰
〈
を
受
け
ま
し
た
。
 

《
 

一
 

・
 

ー

《
 ー
 ー
 ー
 ー
 

ー
 

ー
 
ー
 

ー

・

ー
 ー
 
‘
」
 

(
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と
も
に
支
え

あ
う
在
宅
福

祉
の
展
開
を
 

健
ゃ
か
な

子
供
を

は
ぐ
く
も
う
愛

の
ひ
と
声
を
 

町
社
会
福
祉
大
会
盛
大
に
終
了
 

‘
ー
・
‘l
’

I
二
、
・
一
、暴
 

“

）
ゃ・
》i
く
？

車
”
‘
 

・

》
一、
で
〈て
〈
 
一
械
瞬
、
 

《
・
一
‘A
‘
《
‘
 
‘
「
・
 

あ
う
4
セ
拙
一
一
 ・
 

田和63耳度金木町社会複祉大会 

人
の
た
め
に
役
立
つ
豊

か
な

人
間
性
の
育
成
を
目
指
そ
う
ー
 

と
去
る
十

一
月
ニ
十
四
日
、
金

木
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
花
田

一
会
長
）
主
催
に
よ
る
町
社
会

福
祉
大
会
が

お
年
寄
リ
や
福
祉

関
係
者
ら
約
四
百
五
＋
人
が

集

リ
、
中
央
公
民
館
で
盛
大
に
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
 

大
会
で

は
ま
ず
、
白
川
博
順

君

（
川
倉
小
四
年
）
、
木
村
文

映
さ
ん

（
嘉
瀬
小
四
年
）
、
木

田
妃
都
美
さ
ん
（
喜
良
市
小
六

年
）
ら
が
老
人

を
題
材
に
し
た

ほ
の
ぽ
の
と
し
た
内
容
の
作
文

を
発
表
。
 

こ
の
あ
と
、
花
田
会
長
の
あ

い
さ
つ
に
統
き
長
寿
者

と
功
労

者
、
お
よ
び
大
口
寄
付
者
の
方

々
に
表
彰
状
と
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
引
き
統
き
、
福
祉

協
力
校

の
活
動
発
表
が
行
な
わ

れ
、
川
倉
児
童
館
、
嘉
瀬
小
、
 

川
倉
小
が
そ
れ
ぞ
れ
日
頃

一
生

懸
命
練
習
し

て
き
た
舞
踊
、

劇

な
ど
を
披
露
し
、

参
加
し
た
お

年
寄
リ
た
ち
か
ら
盛
ん
な
拍
手

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
第
二
保
育
所
母
の
会

と

ロ
ビ
ン
洋
装
店
よ
り
寄
付
さ

れ
た
衣
類

の
 
ガチ
ャ
リ
テ
ィ
バ

ザ

1
4
 も併
設
さ
れ
、
大
い
に
 

作文発表した元気な子供たち 	、 
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‘会末町社会柵石貧議 

‘磐 l 
千 

【
ー，
‘
 
A
一
 

い
u

鰍
 

，
、
 

駄
 

‘ヤー“！ー●二＝ー子’でーm 

h
）
、え
 

●

木
村
文
映
さ
ん
 

（
嘉
瀬
小
四
年
）
 

‘
木
田
妃
都
美

さ
ん
 
ノ
 

（
喜
良
市
小

六
年
）
 

添鵬議会 

イ呆険税 一
一
 

保険税の決めかた 
●医療費に応じて決める1呆険税 

「川カ、ら
の補I功 

金木“り-I川偶’ 
全体の医療費支払額 

このようにlliI険税は，市町才・『ごとに決めら才しるので．I残
療費の高いdiI町村ほど、l」I二険税も高くなる引・算です。 
1世帯ごとの 1 1叩りのイ」iミ険税は次の合‘Iト額です。 
●所得割 世帯の収人に応じて計算します。 
●資産割 世帯(1斗り定資産に応じて計算しま’I二 
●均等割 加人者教に応じて割・算します。 
●平等割 

火
災
予
防

意
識
の
向
上
に

寄
与
 

感
謝
状
贈
る
 

こ
の
ほ
ど
、
金
木
幼
稚
園
（
片

岡
八
千
雄
園

長
）
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ

（
園
児
百
ニ
十
人
）
へ
、
 

町
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
 

こ
れ
は
、
同
消
防
ク
ラ
ブ
が

昭
和
五
十
七
年
結
成
以
来
、

多

年
に
わ
た
っ
て
町
の
火
災

予
防

意
識

の
向
上
に
寄
与
さ
れ
て
き

た
功
績

に
対
し
て
贈
ら
れ
た
も

の
で
す
。
 

A大橋町長より感謝状を贈呈される片岡園長 

助
・
シ
デ
、

原
田
九
仁
四
郎

・

シ
ナ
、
今
由
太
郎
・
力
子
、
松

川
義

一
・
イ
セ
▼
米
が

（
八
十

八
歳
に
達
し
た
長
寿
者
）

I
加

藤
ッ
ョ
、
阿
部
重
古
、
高
橋
樫

太
郎
、
工
藤
喜
代
衛
、
小
山
内

暗
夫
、
対
馬
い
ん
、
笹
木
ソ
ネ
、
 

白
川
カ
ョ
、
大
佐
賀
三
次
郎
、
 

白
川
タ
ョ
、
じ
藤
イ
ソ
、
今
さ

と
、
山
中
イ
ョ
 

尚
、
長
寿
者
表

彰
に
つ
い
て

は
十

一
月
一
日
現
在
の
調
べ
に

よ
る
も
の
で

す
。
 

曲
税
の
豆
知
識
 

賑
わ
い
を
み
せ
た
今
年
の
福
祉

大
会
と
な
り
ま
し

た
。
 

尚
、
表
彰
受
賞
者
は
次

の
と

お
り
で
す
。
 

▼
県
社
会
福
祉
大
会
表
彰

廿
江

良
義
秋
、
桑
田
そ
セ
▼
県
社
会
福

祉
大
会
感
謝
状

I
扇
謡
会

（
成

田
亀
逸
会
長
）
▼
県
共

同
募
金

会
十
周
年
拳
仕
功
労
廿
中
村
利

宗
、
白
川
昭
男
、
今
兼
春
▼
特

別
顕
彰

（
九
十
五
才
以
上

の
長

寿
者
）
I
浅
木
似
知
、黒
滝
善
之
助
、
 

古
川
と
み
▼
特
別
表
彰

（
大口
寄

付
者
）

I
金
木
社
交
ダ
ン
ス
研
究

会
、
金
木
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
プ
、
 

扇
謡
会
、

田
村
雄
三
、
津
島
俊

雄
、
加
藤
良
一
、
成
田
セ
チ
、
中

村
国
江
、

ロ
ビ
ン
洋
装
店

▼
社

会
福
祉
功
労
者
ー
荒
関
照
春
、
 

角
田
円
造
、

中
村
勝
雄
、
斉
藤

千
万
次
郎
、

中
谷
文
雄
、
石
井

洋
子
、
鳴
海
興
八
、
工
藤
義
光
、
 

安
田
誠
子
、
角
田
ち
よ
、
」持
西

裕
、
山
中
美
智
子
、
工
藤
勇
義
、
 

今
由
古
、
工
藤
幸
栄
工
門

▼
八

十
歳
以
上

の
長
寿
者
夫
婦

ー
太

田
助
七

・
み
へ
、中
西
千
次
郎
・

ヤ
ェ
、
伊
藤
久
雄

（
死
去
）
 

キ
サ
、
沢
田
茂
太
郎
・
ソ
ノ
、
 

泉
谷
豊
次
郎
・
ョ
シ

ヲ
、
工
藤

源
三
郎
・
ト

セ
、
原
田
敏
雄
・

リ
ン
！十
、
古
川
長
三
郎

・
ト
セ
、
 

外
崎
惣
五
郎
・
た
け
、
山
中
利
 



~一‘ 

▲劇「わらしべ長者」でのー場面～川倉小 

川倉小・金木小～ ~ 

ぼくたち、私たちの ~ 

演劇見てネ… 

ー人暮らし老人を~ 

学習発表会に招待~ 

緑
を
愛
護
し
、
守
リ
育
て
る

こ
と
を
通
ヒ
て
、
社
会
に
役
立

つ
健
全
な
心
身
を
養

お
う
ー
 

と
去
る
十
一
月
一
日
、
喜
良
市

小
学
校
緑
の
少

年
団
結
団
式
が

同
校
体
育
館
で
開
か
れ
た
。
 

こ
の
結
団
式
は
、
県
緑
化
推

進
委
員
会

（
会
長

I
原
田

一
実

県
議
会
議
長
）
が
主
催
し
て
行

な
わ
れ
た
も
の
で
、
同
校
柱

・

六
年
の
児
童
全
員
（
五
十
六
名
）
 

が
対
象
と
な
リ
ま
し
た
。
 

式
で
は
ま
ず
、
 
一
戸
古
治
北
 

地
万
農
林
事
務
 

所
次
長
よ
リ
高
 

橋
恭
子
団
長
（同
 

▲北農林一戸次長より団旗を授与される高橋団長 

豊
里
く
 

』
か
校
教
頭
）
ヘ
ヒ
 

曜
バ
を

あ
し
ら
っ
 

n
た
団
旗
を
授
与
。
 

ち
 

少
 

低
の
つ
。
 

』
緑
 

細
続
い

て
、
奈
良
 

」」
鍵
磐
 

「

」
 

囲
大

切
に
し
よ
つ

画
ー
 
と
呼
び

年
か
け
て
あ
い

さ
 

●
 

ま
た
，
高
橋
 

A
団
長
は
「

ヒ
バ
 

・””“川I'll川“川金木だより ⑥ 

▲みごとな阜女形阜を演ずる中西さん 

は
成
長
す
る
ま
で

に
長
い
歳
月

が
か
か
る
。
何
事
も

一
自
、
 一

日
の
積
み
重
ね
が

明
日
へ
の
大

木
に
な
る
い
と
生
徒
へ
力
強
い

こ
と
ば
を
述

ぺ
た
。
 

こ
の
あ
と
、
米
賓
と
し

て
出

席
し
た
大
橋
町
長
、
近
藤
教
育

長
、
 
一
戸
次
長
ら
が
 
「結
団
式

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
緑

は
災
害
を
防
止
し

た
リ
、
私
た

ち
の
生
活
に
は
な
く
て
は
な
ら

な
い
酸
素
を
作

リ
出
す
機
能
が

あ
リ
、
と
て
も
大
事
で
あ
る
い

な
ど
と
祝
辞
を
述
べ
、
最
後
に

校
歌
を
斉
唱
し

て
こ
の
日
の
式

を
終
了
し
た
。
 

喜
良
市
小
学
校
が
緑
の
少
年

団
を
結
成
さ
れ
た
こ
と
で
、

県

内
で
は
四
十
九
刊

体
が
組
織
さ

れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

あ
す
な
ろ
ヒ

ノ
ギ
廿
「
明
日

は
ヒ
ノ
キ

に
な
る
ん
だ
ノ
」
の

よ
う
に
力
強

く
、
た
く
ま
し
く

児
童
に
成
長
し
て
も
ら

い
た
い

も
の
で
十
 

自
分
の
孫
を
見
て
 

い
る
よ
う
で
す
…
（)
 

老
人
と
児
・
」
甲
と
の
交
流
を
通

じ
て
、
 一
人
暮
ら
し
老
人
の
孤

独
感
を
解
消
す
る
と
共
に
、
社

会
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
 

唄
と
踊
リ
で
楽
し
ん
で
も
ら

お
う
・
ー
 
と
去る
ト

ー
月
七
日

町
の
舞
踊
愛
好
団
体
「
花
扇
会
」
 

中
酉
請
逸
会
長

｝
が
、
中

m
 

特
養
老
人
ホ
ー
ム
掃
和
園
」
の
お

平
寄
り
た
ち
を
慰
問
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
会
貝
十
名
が
創

作
排
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
約
一

時
間
に
わ
た
っ
て
披
露
し
多
種

多
様
の
芸

に
入
園
者
は
大
喜
び
 
 目

的
に
．
川
倉
、
金
木
両
小
学
校

で
は
こ
の
ほ
ど

一
人
暮
ら
し
老

人
を
学
習
発
表

に
招
待
し
、
お

年
寄
リ
か
ら
大
変
喜
ば
ら
れ
ま

し
た
。
 

こ
れ
は
、
県
社
会
福
祉
協
力

校
に
指
定
さ
れ
て
い

る
両
校
の
 

“
老
人
ふ
れ
あ
い
事
業
の

一
環
一

と
し
て
招
待
し
た
も
の
で
、
児

童
が

H
頃

一
生
懸
命
練
習
し
て

き
た
劇
や
合
奏

に
お
年
寄
リ
た

ち
は
 
「自
分
の
孫
を
見

て
い
る

よ
う
だ
。
 
一
人
で
居
る
寂
し
さ

を
忘
れ
て
し

ま
い
そ
う
で
す
い

と
喜
ん
で
い
た
姿

が
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。
 

お
昼
に
は
お
た

た
か
い
う
ど

ん
な
ど
を
ご
馳
走
さ
れ
、f
供
た
ち

と
の
ふ
れ
合
い
の
巾
で
楽
し
い

一
 

Hを
過
一
一す
ニ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

で
し
た
 

こ
の
後

一
行
は
 
「喜
ん
で
も

ら
え
て
と
て
も
う
れ
し

い
。
ぜ

ひ
ま
た
こ
の
機
会
を
も
ち
た
い
」
 

と
再
会
を
誓
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。
 

同
会
で
は
、
昭
和
五
十
二
年

以
来
毎
年
同
園
を
慰

問
し
て
お
 

り
ま
す
。
 

録
に
親
レ
み

…
鶴
金
な
心
身
畿
お
る
J
 

『録
⑩
少
年
回
』
鏑
成す
る
 

1
。A
婦
学
校
 

“
◆
，
。
，,
“

●
◆
‘
●
＋
‘
，
◆
‘
，●
‘
，◆
“
◆
‘
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“
◆
‘
 

▲楽しいひとときを過こJしたお年寄りたち 

唄
や
踊

り
に

大
喜
び
ノ

％
花
扇
会
」
ー
中里
「静
和
園
」
慰
間
す

る
 



日
頃
か

ら

心
身
を

正
す

・
・・
 

大
山
康
晴
講

演
会
一
 

か
‘
{
T一
 
・
 
」
 
』
 

こ
れ
が
で
き
れ
ば
 

人
生
に
お
い
て
も
成
功
 

．《
 

⑦ 金木だよりIII皿~川I'll"' 
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金木農協やさい生産部会 

みごと 
青森県知事賞，ク起雲ノ” 
異ご冒器i七慧に輝くグ
東北農政局長賞”I"F 、” 

,
 

 
"
"
'
 

トA離） 
懸 

A講演する大山名人 

ノ
 

⑥大正~2年、岡山県介敷市に生まれる。 

（現在65才） 

＠昭和25年初の公式タイトル獲得。 

＠昭和27年、29オの若さで名人となる。 

＠昭和31年には「永世名人」の資格を得、 

同5】年現役のまま「'5世名人」を襲位 

した。優勝124叫。 

⑥昭和61)年度将棋大賞「特別賞」受賞。 

＠昭和61イ~三、 63才の高令記録で名人載挑

戦権獲得。 

＠昭和(i2イ)三、第 3回東京都文化賞、菊池

寛賞受賞。 

師
匠
の
言
 

葉
で

一
生
忘
 

一
 

難

」
「艇
 

と
は
「
心
身
 
削

共
に
正
せ
」
 
康

と
い
う
こ
と
 
加

で
し
た
。
こ
 
r
 

れ
が
で
き
る
 
ひ

人
こ
そ
は
じ
 
地

め
て
人
生
に
 
ー
 

お
い
て
も
成

功
す
る
ー
 

Z
 

'5世名人「大山康晴」略歴 ー× 

か
 

今
年
度
の
野
菜
優
良
生
産
集

団
を
表
彰
し
た
「
昭
和
六
十
三

年
度
青
森
県
野
菜
生
産
額
倍
増

推
進
大
会

」
が
去
る
＋

一
月
十

一
日
、
青
森
市
県
農
業
会
館
大
 
 会

議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
 

金
木
農
協
や
さ
い
生
産
部
会

（白

川
幸
雄
会
長
）
が
見
事
、
青
森

県
知
事
賞
と
東
北
農

政
局
長
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
 

同
部
会
は
、
こ
れ
ま
で
あ
っ

た
か
ぽ
ち
ゃ
部
会
、

に
ん
に
く

部
会
を
統
廃
合
し
て
、

昭
和
五

十
五
年
や
さ
い
部
会

（
構
成
農

家
数
五

O
戸
、
五
専
門
支
会

）
 

と
し
て
ス
タ
ー
ト
。
現
在
は
百

五
戸
の
構
成
農
家
と
か
ぽ
ち
ゃ
、
 

な
が

い
も
、
に
ん
に
く
、
ば
れ

い
し
ょ
、
と
ま
と
、
は
く
さ
い
、
 

軟
弱
や
さ
い
の
八
専
門
支
会
ま

で
に
な
る
ほ
ど
組
織
を
拡
大
し
、
 

ー

米
に
か
わ
る
野
菜
づ
く
り
と

し
て
の
生
産
基
盤
を
醸
成
し
て

き
ま
し
た
。
 

今
回
の
主
な
受
賞
理

山
は
、
①
え
び
す
か
ぽ

ち
ゃ
の
銘
柄
産
地
確
立

②
目
揃
い
会

の
突
施
③

荷
受
時
検
査

の
実
施
④

遊
休
畑
解
消
の
た
め

の

利
用
現
況
図
作
成

ー
 

な
ど
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。
 

県
内
で
は
五
十
八
審

査
団
体
の
う
ち
、
同
会

他
わ
ず
か
六
団
休
の
受

賞
で
し
た
。
 

“
作
る
野
菜
か
ら
売
 
 る

野
菜
一
へ
、
ま
た
消
費
者
ニ
 

ー
ズ
の
多
様
化

に
対
応
し
た
生

産
・
流
通
体
制
の
確
立
が
今

後

大

い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。
 

●

‘
ー
●

1
‘
 
ー

●
，,
 

一
 
数
々
の
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
し
、
 

一
棋
界
に
君
臨
し
て
い
る
「
大
山

康
晴
講
演
会
」
 
（
金
木町
商
工

会
主
催
一
が
去
る
十
一
月
二

十

二
日
、
金
木
町
商
工
会
館
大
ホ
 

ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
 

こ
の
日
は
“
将
棋
の
大
山

名

人
を

一
目
み
よ
う
ー

プ
と
熱

心
な
将
棋
フ
ア
ン
で
会
場
が
い
 

、
っ
ぱ

い
と
な
り
ま
し
た
。
 

演
題
は
 
「人
生
に
勝
つ
」
。
 

《
棋
界
に
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
自

一
分
が
百
二
十
四
回
慶
勝

と
い
う

一
偉
業
を
達
成
で
き
た
“
将
棋

ン

を
通
し
て
の
人
生
の
教
訓
を
講
 

演
c
、
王な
講
演
内
容
は
ー
 

①
自
分
が

百
・
f
四
も
の
タ

イ
ト
ル
を
獲
得
で
き
た
の

は
、
 

他
の
棋
士
よ
リ
“
冷
静
さ
力
を

保
持
で
き
た
こ
と
。

人
生
に
お

い
て
も
何
事
も
冷
静

に
判
断
し
、
 

実
行
す
る

こ
と
が
大
事
。
 

②
対
局
を
終
え
た
後
、
今
日

は
完
壁
だ
っ
た
ー
 
と
い

う

こ
と
は

一
度
も
な
か
っ
た
。
必

ず
反
省
、

次
の
対
局
へ

の
不
安

が
残
る
。
し
か
し
、
 一
つ
の
こ

と
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
人
生

で
は
“
気
持
ち
の
切
リ
替
え
ク

も
必
要
で
あ
る
。
 

③
親
元
に
居
る
と
人
は
わ
が

ま
ま
に
な
る
。
そ
う
い
う
意
味

で
自
分
は
師
匠
の
所

に
九
年

i
l
ー
 

カ
月
お
世
話
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
 一
度
も
将
桃
の
技
術

は
教

え
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
 
了
」
 

れ
か
ら
プ

ロ
で
生
き
て
い
く
た

め
に
は
、
他
人
に
頼
る
こ
と
な

く
、
自
分
の
考
え
が
大
事
ー
ご

と
師
匠
の
指
導
方
針
が
あ
っ
た

か
ら
だ
。
 

④
長
い

将
棋
生
活
の
中
で

思

う
の
は
、
黙
々
と
“
無
ロ
”
で
 
 い

る
棋
士
が
成
功
し
て
い
る
。
 

つ
ま
リ
、
人
生
に
お
い
て
も
こ

つ
こ
つ
と
努
力
キ
最
ね
る
人
こ
そ

が
必
ず
や
成
功
す
る
と

思
う
。
 

⑤
小
事
を
言
っ
て
く
れ
る
人
が

好
き
だ
。
お
世
辞
で
人
が
賞
賛
さ

れ
た
と
し
て
も
、最
終
的
に
は
本

人
の
た
め
に
な
ら
な
い
か
ら
だ
。
 

⑥
“
時
間
を
守
る
ー
。
4こ
れ

も
長
い
人
生
の
中
で
は
大
事
。
 

⑦
人
は
常
に
目
標
、
自
覚
を
 

1ひ
ち
、
白
分
が
や
れ
る
こ
と
は

積
極
的

に
煩
張
る
意
気
込
み
も

必
要
で
あ
る
“
 

《
師
匠
の
教
え
 
（
そ
の
1
)
 
 ー

と
い

う
教
え
だ
っ
た
。
 

〈
師
匠
の
教
え
〉
（
そ
の
2
)
 

五
十
年
余

リ
こ
の
道
一
筋

に

歩
い
て
き
ま
し
た
が
、

師
匠
の

言
葉
で
今

一
つ
忘
れ
る
こ
と
の

で
き
な
い
の

は
「
勉
強
、
努
力

も
大
事
だ
が
、

何
よ
リ
も
信
頼

さ
れ
る
人
に
な
る
こ
と
」
と

い

う
の
で
す
。
人
問
の
弱
さ
、
悲

し
さ
と
い
い
ま
し
ょ
う
か
、
将

棋
が
強
く
な
る
と
、
と
か
く
威

張
リ
た
が
る
も
の
。
威
張
っ
た

ら
最
後
人
は
信
用
し

て
く
れ
な

い
ー
と
い

う
教
え
だ
っ

た
。
 

そ
う
い
う
わ
け
で
、
師
匠
か

ら
は
直
接
将
棋
の
技
術
は
教
わ

◆

ら
な
か
っ
た
が
、
人
づ
く
り
の

指
導
を
図
り
し
れ
な

い
程
う
け

た
ー
・

と
・
し
み
じ
み
か
み
し
一

め
て
い
た
の
が
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。
 

一
 

一
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公立金木病院外科医長 

唐牛 忍 

金木病院カルテ⑩

胃や腸のポリプ 

あ り さ 

亜荊沙ちゃん 
11月12日生まれ 

体重 3,830グラム 

嘉瀬上派立 
蛸島浩ニさんの長女 さんの次男（左）3男（右） 

りよう 

遼ちゃん 
n月9日生まれ 

体重 1 .760グラム 

は じ め ま し て 

けい 

慧ちゃん 
n月9日生まれ 

体重 2,760グラム 

嘉瀬上古町 
鈴木英明 

蛸
島
亜
苅
沙

桑
川
 
明
美

沢
田
由
紀
子

野
宮
 
龍
樹

横
山
 
拓
也

卿
⑩
 
僚
太

三
上
 
竜
郎
 

お
し

あ
わ
せ
に
 

（
難難
」
三器扇
 

（

」
「恵
智
？
 

（
雌“

慧
 

（

「
”
 友
」
 

（
「
製
？
 

霧
舞
 

露
舞
 

稀
無
 策

三
郎

武
 
光

秀
 
雄

栄
 

清
 
治

源
 
一

定
 
義

紀
 
男

勝
 
彦

正
 
徳

詳
恵
智

三
太
郎

忠
 
義

鍋
 
雄
 

青
森
市

喜
良
市

稲
垣
村

金
 
木

嘉
 
瀬

東
京
都

蟹
田
町

喜
良
市

川
 
倉

常
盤
村

森
田
村
 

大
東
ケ
丘
 

喜
良
市

埼
玉
県
 

、
尾
野
 勝
則
（
愛
 
丸
 

（伊
藤
 
益
江
（
市
太
郎
 

霧
嚇
一
（
 

、
太
川
 
貢
（
秀
 

》木
ド
 
則
子
（
正
 

お

く
 

田
村
 
礼
子
 
「
 

尾
野

白
川
 

伊
藤
 
久
雄
 
8
2歳
 

”
 

工
藤
 
キ
エ
 
8
5歳
 
喜
良
市

今
 

修
三
 
5
7歳
 

β
 

原
田
 
兼
水

大
橋
 
忠
雄
 

、
◇
お
 
わ
 
び
 

（
示
網

」よ
財
一
れ
や
・
 

ガ
お
し
あ
わ
せ
に
ガ
の
婚
姻
の

中
で
野
宮
覚
さ
ん
（
金
木
）
が

野
呂
覚
に
、
ま
た
朝
野
球
結
果

報
告
の
中
で
松
橋
真
さ
ん
が
橋

橋
真
に
、
交
換
留
学
生
メ
ガ
ン

さ
ん
の
写
真
説
明
が
メ
ガ
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
 

訂
正
し
て
お
詫
び
致
し
ま
す
。
 

ー
係
 
か
 

ら
ー
 

一
月
号
は
元
旦
に
発
行
さ
れ

ま
す
の
で
、ガ
戸
籍
の
窓
4
十
一
一

月
届
幽
分
は
二
月
号
に
掲
載
し

ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。
 

吉
田
 
清
輝
 
m
 

清
輝
 

累譲や羅 I.,. こ爺；  治
  

雄
  

一
1
 
1
 

金み嘉歪金 
木 瀬町 木 

車
力
村
 

嘉
 
瀬
 

中
里
町
 

"
 
 

ガ
 

喜
良
市
 

金 嘉

木瀬 

83 68 57 
歳歳歳 

金 嘉

木瀬 

長
一
 

歳歳 

浩
一
一

優
 

公
 

信
昭登

 

智
光

高
房
 

金 嘉金嘉

木瀬木瀬 
"
 

荒
関
 
や
裏
 
m
 

大
橋
 
和
子
 
”
 

や
裏
 
7
9歳

和
子
 
3
7歳
 

勝
雄
 
7
2
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図はリープの形態 

ーたどー ー-つ― 
W型 ii茎性ボリープ II型 無茎性ボリープ 

図2 内視鏡的ポリープ切除 

ー① 
r茎落にループをかけ、 

2 ルーブを閉じ、高川波電滝を通電 

「ポ
リ
ー
プ
」
と
言
っ
て
も

最
近
で
は
特
に
珍
し
い
言
葉
で

は
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
『
」
 

口
に
ポ
リ
ー
プ
と
言

っ
て
も
そ

の
出
来
る
臓
器
や
、
大
き
さ
・

形

・
色
な
ど
も
多
種
多
様
で
、
 

ま
た
良
性
・
悪
性
の
違
い
も
あ

り
ま
す
。
今
回
特
に
胃
腸
の
ポ

リ
ー
プ
に
つ
い
て
述
べ
で
み
る

こ
と
に
し
ま
す
。
 

ポ
リ
ー
プ
と
は

】
般
に
胃
や

腸
の
内
腔
に
隆
起
し
た
病
変
の

総
称
で
す
。
そ
の
形
は
図
1
の

よ
う
に
4
型
が
あ
り
、
I
型
の

よ
う
に
肩
平
で
茎
の
部
分
の
な

い
も
の
か
ら
W
型
の
よ
う
に
き

の
こ
状
に
は
っ
き
り
と
茎
を
持

つ
も
の
ま
で
あ
り
ま
す
。
出
来

る
部
位
で
は
胃
が
最
も
多
く
、
 

次
が
大
腸
で
、
小
腸
に
は
比
較

的
ま
れ
で
す
。
ポ
リ
ー
プ
は
胃

や
大
腸
の
透
視
（
x
線
写
真
）
 

の
際
に
偶
然
に
見
つ
か
る
こ
と

が
多
く
、
特
有
の
症
状
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
ポ
リ
ー
プ
か
ら
の

出
血
が
あ
る
と
大
腸
で
は
血
便
 
 

と
な
り
、
胃
で
は
便
が
黒
色
に

な
り
ま
す
。
し
か
し
症
状
が
無

い
と
か
軽
い
か
ら
と
い
っ
て
放

置
し
て
お
く
の
は
良
く
あ
り
ま

せ
ん
。
少
な
く
と
も
1
年
に
1
 

回
は
胃
や
腸
の
透
視
ま
た
は
内

視
鏡
（
い
わ
ゆる
カ
メ
ラ
）
検
査
、
 

さ
ら
に
便
の
潜
血
検
査
な
ど
を

受
け
る
べ
き
で
す
。
特
に
ポ
リ
 

ー
プ
の
大
き
さ
が
l
m
以
上
で

は
癌
化
の
可
能
性
も
あ
り
、
2
 

m
以
上
で
は
そ
れ
が
高
率
（
5
0
 

％
位
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
）
 

と
な
り
ま
す
。
 

四
＋
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
年
に

一
度
は
必
ず
検
査
し
よ
一7

・
 

最
近
は
内
視
鏡
の
装
畿
自
体

や
技
術
も
種
々
改
良
さ
れ
、
検

査
に
あ
ま
り
苦
痛
を
伴
わ
な
く

な
り
ま
し
た
。
2
m
以
内
で
図
 

1
の
m

、
N
型
の
も
の
な
ら
内

視
鏡
で
ポ
リ
ー
プ
の
茎
の
部
分

に
高
周
波
を
か
け
焼
き
切
っ
て

取
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
可
能
で

す
（
図2
）
。
そ
し
て
そ
の
取
っ

た
も
の
を
顕
微
鏡
で
検
査

（
大

学
に
送
る
た
め
結
果
が
田
る
の

に
7
1
1
0日
位
か
か
る
）
し
て
、
 

も
し
悪
性
な
ら
ば
厳
重
な
経
過

観
察
（
半
年
に1
回
位
の
検
査
）
 

か
、
必
要
な
場
合
は
手
術
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し

こ
の
場
合
も
ほ
と
ん
ど
の
場
合

が
早
期
癌
で
す
の
で
手
術
は
非
 
 

常
に
短
か
い
時
間
で
す
み
ま
す
。
 

い
ず
れ
に
し
て
も
4
0歳
を
過

ぎ
た
ら
症
状
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
年
に
一
度
は
胃
や
腸
の
検

査
を
受
け
る
べ
き
で
、
も
し
ポ

リ
ー
プ
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
も

医
師
の
指
示
を
守
っ
て
い
れ
ば

左
程
怖
い
病
気
で
は
な
い
こ
と

を
つ
け
加
え
て
お
き
ま
す
。
 

血
 

戸
籍
の
窓
 

十
一
月
届
出

お
め
で

と

う
 

鈴
木
 
慧

（
英
明）
嘉
 
瀬

鈴
木
 

遼
（
英
明
）
 
ガ
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